
工 種 数 量 総 括 表

工　種：下部工補修工

種　別 細　別 規　　格 単位 数　量 摘　　要

 断面修復工 式 1    

 左官工法  有り 0.1ｍ3未満 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.001   A2橋台

 有り 0.1ｍ3以上

 左官工法  亜硝酸ﾘﾁｳﾑ+ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.504   P1橋脚

 左官工法  無り 0.1ｍ3未満 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.006   P1,A2橋台

 ひび割れ補修工 式 1    

 低圧注入工法  亜硝酸ﾘﾁｳﾑ+超微粒子ｾﾒﾝﾄ系 m 46.0   P1橋脚

 低圧注入工法  25m未満 ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 m 1.1   A1橋台

 運搬処理工 式 1    

 人力積込  ｺﾝｸﾘｰﾄ魂 m3 0.5  

 殻運搬  ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物 m3 0.5   (有)大昇運輸 L=2.9km

 殻処分  無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 t 1.2  

 表面保護工 式 1    

 表面含侵工法  ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ系含侵材 m2 22.0   A1,A2橋台

 ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ+亜硝酸ﾘﾁｳﾑ系

 表面含侵工法  含侵材 m2 24.0   P1橋脚



数　量　集　計　表
種　　別：断面修復工

細 別  /  規 格 算　　　　　　　　　　　式 単位 数　量

左官工法

ｹﾚﾝ･防錆処理有り 位置数量集計表より(A2橋台)

0.1m3未満 V = 0.0002 = 0.0002

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.001  

左官工法

ｹﾚﾝ･防錆処理有り 位置数量集計表より(P1橋脚)

0.1m3以上 V = 0.504 = 0.504

亜硝酸+ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ m3 0.504  

左官工法

ｹﾚﾝ･防錆処理無し 位置数量集計表より(P1橋脚+A2橋台)

0.1m3未満 V = 0.006 = 0.006

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ m3 0.006  

1.0式 当り



(細別)

(規格)

鉄筋ｹﾚﾝ・防
錆処理有り
0.1m3未満
ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

鉄筋ｹﾚﾝ・防
錆処理有り
0.1m3以上

亜硝酸ﾘﾁｳﾑ

鉄筋ｹﾚﾝ・防
錆処理無し
0.1m3未満
ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ

(単位) ｍ3 ｍ3 m3

Ａ１橋台 下部工補修図(1)より

Ｐ１橋脚 0.5042  0.0053  下部工補修図(3)より

Ａ２橋台 0.0002  0.0009  下部工補修図(2)より

小　　計 0.0002  0.5042  0.0062  

合　　計 0.0002  0.504  0.006  

位 置 数 量 集 計 表
種　別：断面修復工

位　　置 摘　　要

左官工法



数　量　集　計　表
種　　別：ひび割れ補修工

細 別  /  規 格 算　　　　　　　　　　　式 単位 数　量

低圧注入工法

亜硝酸ﾘﾁｳﾑ 下部工補修図(4)より(P1橋脚)

+超微粒子ｾﾒﾝﾄ系 L = 46 = 46.000

m 46.0  

低圧注入工法

25m未満 下部工補修図(1)より(A1橋台)

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 L = 1.1 = 1.100

m 1.1  

1.0式 当り



単位数量計算書
細　　別：低圧注入工法 1.0式 当り

規　　格：亜硝酸ﾘﾁｳﾑ+ｾﾒﾝﾄ系超微粒子

単 位 数　量

注入延長

0.2＜W＜1.0 下部工補修図(4)より

L = 46 = 46.000

m 46.0  

先行注入材

浸透拡散型亜硝酸 下部工補修図(4)より　注入容量V=0.00023m3

ﾘﾁｳﾑ系 注入容量×密度×ﾛｽ率(30％)より

ﾌﾟﾛｺﾝ40相当品 W = 0.00023×1250×1.3 = 0.374

kg 0.374  

本注入材

超微粒子セメント系 下部工補修図(4)より　注入容量V=0.00023m3

ｱｰﾏ#600相当品 注入容量×密度×ﾛｽ率(50％)より

W = 0.00023×975×1.5 = 0.336

kg 0.336  

シール材

ｱｰﾏ#120P相当品 ｼｰﾙ厚×ｼｰﾙ幅×延長×密度×ﾛｽ率(37％)より

W = 0.002×0.03×46×1740×1.37 = 6.579

kg 6.579  

注入器具

ﾘﾊﾋﾞﾘｼﾘﾝﾀﾞｰ相当品 ひびわれ延長÷設置間隔より

 @250mm N = 46÷0.25 = 184.000

本 184.0  

略　図

材 料 / 規 格 算　　　　　　　　　　　式

パイプ間隔

躯 体

推定深さ

ひ び わ れ 部 清 掃

注 入 孔 の 設 置

シール材塗布・注入器具取付

注 入 材 の 注 入

 シール材・注入器具撤去 

仕 上 げ

シール材の硬化確認

施工フロー

※ 先行注入完了後は、ひびわれ内部が乾燥しないうちに
　 本注入を行うこと。

シール材

座金取付け

ひびわれ

ひびわれ

シール材注入パイプ

250mm程度

注入材(先行注入)
浸透拡散型亜硝酸リチウム系

注入材(本注入)
超微粒子セメント系

パイプ間隔

躯 体

推定深さ

ひ び わ れ 部 清 掃

注 入 孔 の 設 置

シール材塗布・注入器具取付

注 入 材 の 注 入

 シール材・注入器具撤去 

仕 上 げ

シール材の硬化確認

施工フロー

※ 先行注入完了後は、ひびわれ内部が乾燥しないうちに
　 本注入を行うこと。

シール材

座金取付け

ひびわれ

ひびわれ

シール材注入パイプ

250mm程度

注入材(先行注入)
浸透拡散型亜硝酸リチウム系

注入材(本注入)
超微粒子セメント系



単位数量計算書
細　　別：低圧注入工法 1.0式 当り

規　　格：25m未満  注入材(ｴﾎﾟｷｼ樹脂(ひび割れ注入用))

単 位 数　量

注入延長

0.2＜W＜1.0 下部工補修図(1)より

L = 1.1 = 1.100

m 1.1  

注入材

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 下部工補修図(1)より　注入容量V=0.00001m3

・注入器具1回充填量：0.043kg

・ﾛｽ率：15%

・注入器具数：5個(1.1÷0.25)より

W = 0.043×1.15×5 = 0.247

kg 0.247  

シール材

ｴﾎﾟｷｼ樹脂系 ｼｰﾙ厚×ｼｰﾙ幅×延長×密度×ﾛｽ率(37％)より

W = 0.003×0.02×1.1×1700×1.37 = 0.154

kg 0.154  

注入器具

 @250mm ひびわれ延長÷設置間隔より

N = 1.1÷0.25 = 4.400

本 5.0  

略　図

材 料 / 規 格 算　　　　　　　　　　　式

パイプ間隔

躯 体

推定深さ

ひ び わ れ 部 清 掃

注 入 孔 の 設 置

シール材塗布・注入器具取付

注 入 材 の 注 入

 シール材・注入器具撤去 

仕 上 げ

シール材の硬化確認

施工フロー

※ 進行性のひびわれの場合は、可とう性エポキシ樹脂の使用
　 を考慮すること。

インクジェッター
ゴム注入式

シール材

取付けパイプ

ひびわれ

ひびわれ

シール材注入パイプ

注入材
エポキシ樹脂系

250mm程度
パイプ間隔

躯 体

推定深さ

ひ び わ れ 部 清 掃

注 入 孔 の 設 置

シール材塗布・注入器具取付

注 入 材 の 注 入

 シール材・注入器具撤去 

仕 上 げ

シール材の硬化確認

施工フロー

※ 進行性のひびわれの場合は、可とう性エポキシ樹脂の使用
　 を考慮すること。

インクジェッター
ゴム注入式

シール材

取付けパイプ

ひびわれ

ひびわれ

シール材注入パイプ

注入材
エポキシ樹脂系

250mm程度



数　量　集　計　表
種　　別：運搬処理工

細 別  /  規 格 算　　　　　　　　　　　式 単位 数　量

人力積込

ｺﾝｸﾘｰﾄ殻 断面修復工より

V = 0.0002＋0.504＋0.006 = 0.510

m3 0.5  

殻運搬

ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物 断面修復工より

L=3.3km以下 V = 0.0002＋0.504＋0.006 = 0.510

m3 0.5  

殻処分

無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ魂 殻運搬より　V=0.510m3

W = 0.51×2.35 = 1.199

t 1.2  

1.0式 当り



数　量　集　計　表
種　　別：表面保護工

細 別  /  規 格 算　　　　　　　　　　　式 単位 数　量

表面含侵工法

ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ系 位置数量集計表より(A1橋台+A2橋台)

A = 22.018 = 22.018

m2 22.0  

表面含侵工法

ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ 位置数量集計表より(P1橋脚)

+亜硝酸ﾘﾁｳﾑ系 A = 23.963 = 23.963

m2 24.0  

1.0式 当り



(細別)

(規格)
ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ

系

ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ
+亜硝酸ﾘﾁｳﾑ

系

(単位) ｍ2 ｍ2

Ａ１橋台 11.197  下部工補修図(1)より

Ｐ１橋脚 23.963  下部工補修図(3)より

Ａ２橋台 10.821  下部工補修図(2)より

小　　計 22.018  23.963  

合　　計 22.018  23.963  

位 置 数 量 集 計 表
種　別：表面保護工

位　　置 摘　　要

表面含浸工法



単位数量計算書
細　　別：表面含侵工法 100m2 当り

規　　格：ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ系

単 位 数　量

表面含浸材

ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ系 塗布面積×標準塗布量(0.2kg/m2)×ロス率(10％)より

A = 100×0.2×1.1 = 22.000

kg 22.0  

略　図

材 料 / 規 格 算　　　　　　　　　　　式

躯 体

改質

下地処理工
ディスクサンダー等

前 処 理 工

乾 燥 状 態 の 目 視 確 認

養 生

下 地 処 理

施工フロー

（ひびわれ補修・断面修復等）

表 面 含 浸 材 塗 布

表面含浸材
シラン・シロキサン系

※ コンクリート表面は必ず乾燥（表面水分率８％以下推奨）させて施工すること。
※ 垂直面への施工は、下部から上部へ向かって塗布すること。

躯 体

改質

下地処理工
ディスクサンダー等

前 処 理 工

乾 燥 状 態 の 目 視 確 認

養 生

下 地 処 理

施工フロー

（ひびわれ補修・断面修復等）

表 面 含 浸 材 塗 布

表面含浸材
シラン・シロキサン系

※ コンクリート表面は必ず乾燥（表面水分率８％以下推奨）させて施工すること。
※ 垂直面への施工は、下部から上部へ向かって塗布すること。



単位数量計算書
細　　別：表面含侵工法 100m2 当り

規　　格：ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ+亜硝酸ﾘﾁｳﾑ系

単 位 数　量

表面含浸材(1層目)

亜硝酸ﾘﾁｳﾑ系 塗布面積×標準塗布量(0.3kg/m2)×ロス率(10％)より

ﾌﾟﾛｺﾝ40相当品 W = 100×0.3×1.1 = 33.000

kg 33.0  

表面含浸材(2層目)

ｼﾗﾝ・ｼﾛｷｻﾝ系 塗布面積×標準塗布量(0.18kg/m2)×ロス率(10％)より

ﾌﾟﾛｺﾝｶﾞｰﾄﾞS相当品 W = 100×0.18×1.1 = 19.800

kg 19.8  

略　図

材 料 / 規 格 算　　　　　　　　　　　式

躯 体

改質

下地処理工
ディスクサンダー等

前 処 理 工

養 生 ・ 表 面 水 分 率 確 認

養 生

下 地 処 理

施工フロー

（ひびわれ補修・断面修復等）

表面含浸材塗布(２層目)

※ ２層目の含侵材を塗布する際のコンクリート表面は、必ず乾燥（表面水分率６％以下）
　 させて施工すること。

表面含浸材(１層目)
亜硝酸リチウム系

表面含浸材(２層目)
シラン・シロキサン系

表面含浸材塗布(１層目)

躯 体

改質

下地処理工
ディスクサンダー等

前 処 理 工

養 生 ・ 表 面 水 分 率 確 認

養 生

下 地 処 理

施工フロー

（ひびわれ補修・断面修復等）

表面含浸材塗布(２層目)

※ ２層目の含侵材を塗布する際のコンクリート表面は、必ず乾燥（表面水分率６％以下）
　 させて施工すること。

表面含浸材(１層目)
亜硝酸リチウム系

表面含浸材(２層目)
シラン・シロキサン系

表面含浸材塗布(１層目)












